
 
 

におけるシー レス小型船シス の受 性に関する  
 
 

 ， ち ，  ， 村 健 ，  子  

 
 

S       S  S  S  S   S   
    

 
 

y 
 
 

aro A A A , Chihiro SH A , ina M A E, en i SH MU A and eiko M A A  
 
 

A stract  
 

n apan, there are o er 300 inha ited remote islands. esidents of remote islands often se the 
ferry oats, and change modes of transport at the terminal e ery time, hen they go to facilities in the 
mainland s ch as hospitals. Especially for the elderly residents, it is a ig rden to change from a 
ferry oat to a local s at the terminal. o relie e the rden, the small si e seamless ship transportation 
system hich can carry passengers to the destinations itho t changing the modes of transport as 
de eloped as pilot program. n this st dy, it as grasped the recepti ity and the rden of the test 
s ects, compared the small si e seamless ship transportation system and ferry oat. he recepti ity of 
the test s ects, ho ere on oard the small si e seamless ship transportation system as the 
passengers, as grasped from inter ie s s r ey. And the rden of the test s ects, it as grasped 
from the meas rement of acti ity intensity y acti ity meter. As a res lt, the intension to se the small 
si e seamless ship transportation system as 80%. t as confirmed that the small si e seamless ship 
transportation system had high accepta ility as a p lic transportation system in remote island areas. 

he rden of the test s ects sho ed the high acti ity intensity hen they ere getting p/do n 
ses and going p/do n the stairs of the ferry oat. herefore, it as clarified that the acti ity intensity 

of the small si e seamless ship transportation system, hich passengers did not need to change the 
modes of transport, ecomes small. 
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日本 内における の高 化率は高く，過 化が進行している． 内全体の高 化率（ 人 に め

る 65 以 人 の 合）は，26.7%1）であるのに対し， の平 高 化率1は 35.3 2）と高い水準にある．

は， など本 との には リーや 客船を利用しなけれ なら ， に高 にとって，本 と

の に う 結 内での ち時間や 動などは大きな負担となっている．高 化が進 でいる におい

て，生 基 の は重要な であるといえる． 
本研究では， と本 間の 動を 定し，乗客が 内の 発 から本 の 的 まで 線 スを利用し乗り

えなく 動できる シー レス小型船シス を考 し 会実験を行った． 会実験では主に を

験 として，シー レス小型船シス を利用したシー レス方 の 動と 線 スと リーを乗り

方 の 動を比較し， 験 がどのように じているのかという受 性を，利用可能性や負担 の から

した． 体的には，利用可能性は 員による 験 き取り より を行い，負担 は 動量計による

動 度の計 により した． 
 
 

シー レス小型船シス とは，乗客が 内の 発 から 線 スを利用し乗り えなく本 の 的 までい

くことができる，小型船と 線 スを み合 せた新しい シス のことである． 会実験では，シー レ

ス実験船（ 1）を利用して海 区間を 動することにより，シー レス小型船シス を実現した． 

                                                           
 年 月 日現 の 法指定 の平 値． 
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シー レス実験船は， の な を じた の生 基 の の 性化を

的として，船が している を使って搭 する （ ス）が 客 となり，乗客が 機関の乗り

えをせ に 的 に 動できる ー ック型の船舶である．シー レス実験船の は，主に以下の 4 で

ある． 
(i) トン数 20 トン の小型船舶である． 
(ii) 船体が F P 製である． 
(iii) 乗下船 を し， 客 を兼ねた小型 スを搭 できる． 
(i ) 自動 （E ）の搭 も 定して急 等の機 が搭 されている． 
 

シー レス小型船シス の 会実験は， 大 水 と 原 原 の で行った．図 1 に，

本 と大 の 関係と 及び を示す． 
会実験の 動 は，大 を 発 ， 原 内の大型 を 的 とした一 復である． はシー

レス小型船シス による 動であり，(i) 験 は 等の最 りの ス から小型 スに乗り込み，(ii)
大 水 にて 験 は小型 スに乗った状態でシー レス実験船に乗船，(iii)シー レス実験船は海 区

間を 行し，(i ) 原 原 にて 験 は小型 スに乗った状態でシー レス実験船から下船，( )小型 スは

原 内の主要施 を し， 験 は 的 である大型 （中 ス ）で下 した．復 は 方 によ

る 動であり，(i) 験 は大型 （中 ス ）の ス から 線 スに乗 し，(ii) 原 にて 線 スから

下 ，(iii)乗船 り場で乗船 を 入し，(i )定期 リーで 原 から 水 まで 動，( ) 水 ス から

線 スで 等の最 りの ス まで った．表 1 に 会実験のス ュールを示す． にシー レス小型

船シス を，復 に 線 スと リーを乗り 方 の 動を体験させた理由は， 験 が の比較

を 易にするためである．なお， き取り は，復 動中である リー内においても行っているが， 験

は本 へ 動する に リーを に利用しており， 験 拘束時間の短 のために リー内にて行った． 
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本 では， 験 は表 1 に示す 会実験ス ュールに って 動した． 員は， 動中及び 会場に

おいて（表 1 及び 2）， 験 から 段の 動状 やシー レス小型船シス の利 性，利用 向などにつ

いて，適 き取り を行った．主な 要を表 2 に示す．全 験 数は 22 であり， 験 の年 構成を

図 2 に示す． 験 は主に大 に しており，50 以 が多く，10 20 の 験 は 5 であった．な

08 49 09 48

10 05 10 30

10 40 12 00

11 10 12 00
12 00 12 50

13 02 13 1

14 00 14 30

14 30
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お，30 ，40 の 験 がいないのは，実験実施日が平日であり，これらの年 の 験 を確保することが難し

かったためである． 
 

2  

 詳細 

日 年 月 日（ ）， 月 日（ ） 

人数 日  計  

場所 
田 大  

原  

内  

大 内から本 へ 動するときの 体的な行動について（ 手段 的 度） 

大 内から本 へ 動するとき，困っていることについて 

客 リーの ち時間 階段の負担について 

リー 行中に 内に留まりたいかどうかについて 

段，本 へ行くときの 的および 度， い物の状 について 

シー レス小型船シス と リーの比較について（ 動の 適性， の い形

態，乗 時の 動） 

シー レス小型船シス の利用 向について 

シー レス小型船シス で結 で しい 的 について 

その ，それらを選択した理由など 

 

 
2  

3

3

1

5

0 5 10

10 20

30

40

50

60

70

22

(363)

25



 

 

 

現状における 手段を した． 内の自 から までの 手段についての 結果を図 3 に示す． 数

以 の 13 が （自分で 転） との 答であった． 内には 数の があり，高 船の 以外は 場が

されていることが多い．そのため の 場を利用して で リーに乗船する 験 も 3 いた．また

内には 線 スや スの 行がされているが， リーに接 する 線 スが ない等の理由で 験 の中

で スを利用して へ ク スしている 験 はいなかった． 
次に，本 の から 的 までの 手段について示した結果を図 4 に示す．図 4 より， （自分で 転）

が 数を める結果となった．これらの 験 は， を リーに乗船させて本 まで 動している 験 であ

る．一方で， スの利用 は 7 であった． リーに で乗船する 験 は，本 の 動では 線 スを

利用していた．本 については， リーと 線 スの接 が比較的良いため， リーの自動 を

するために， で リーに乗っているとの もあった． 
本 へ 動するときに困っていることについて（図 5）は， リーと 公 の接 が という

が最も多かった． に 内の 線 スとの接 の向 を が多く， 内の まで で向かうが多い一つ

の要 となっていると える．また行きは時間が合 せやすいが， りの 動に困るとの も多く かれた． 
が主に本 へ 動する 度とその 的について，図 6，図 7 に示す．本 への 動の 度は， 月 2

3 度 から 月 1 度 が多くを めていることが かる．その 的については 数の 10 が い物

であり，5 が であった． い物については，日用 の多くは 内で 入しているが， えなどを求

めて本 へ い物に行くなどの が多かった． 
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7  

現状の リーの ー ス等について した．図 8 は自 から までの 動の負担についての結果である．

やや負担に じる と 全く負担に じない に 答が大きく 2 つに分かれる結果となった． 段 で 動し

ている 験 は， 負担に じない と 答しており，それ以外の 験 は負担に じているという 答が多かっ

た．日 ， で 動している 験 が負担に じる理由では， 場の き状 が になるとの があった． 
図 9 は リーの ち時間についての結果である． 原 と 水 及び 水 を結ぶ リーの 度は， ね

30分に1 である． 験 の多くは リーの時間に合 せて行動しているため， 度良いとの 答が多かった．

また 15 分 度はいつも っているので ないとの もあった． 
図 10 は， リーにおける客 への階段について，どの 度負担となっているかについての結果である．当

リーは，1 階部分が 甲板，2 階部分が客 甲板となっており，客 への 動は階段を用いる． とても

負担に じる が 9 ， 全く負担に じない が 6 であった． 
図 11 は， を リーに乗せた ， 行中に 内に留まりたいかについて ねた結果である．多くの 験

が， 内に留まりたい と じていることが かった． に が 30 分 度と比較的短いことも影響している

と考えられる． 留まりたくない と 答している 験 は，エン ンをかけて中に ることが 境に負荷をかけ

るようで し ないという理由であった． 
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シー レス小型船シス の場合と， の リー利用の場合についてどちらか ましいかを， 適性（図

12）， い（図 13），乗り場での 動の面（図 14，15）から をした．シー レス小型船シス が 適

であると 答した 験 は，主に ー の リットを評価していた． リー利用が 適であると

答した 験 は，船内の 間が くて 適であるという理由が多かった．しかしこれらの 験 でも荷物がある

場合などはシー レス小型船シス による 動が良いとの であった． 
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の いについては，シー レス小型船シス では， の いは 1 になるが， リー利用では，

乗り 度に の いが発生する．そのため全ての 答がシー レス小型船シス の方が ましいという

結果になったと考えられる．その にも リー乗船時に ット り場まで行って 入するのは手間という

や，乗船 や 復 を無くしてしまうことがあるという もあった． 原 の 線 スでは， C ー

の利用ができるが， リーや大 の 線 スでは利用できないため，利用できるようにして しいとい

う もあった． 
ス から リー乗り場までの 動については，シー レス小型船シス は， ス から リー乗り場

までの 動が無いために じ もしくは シー レス小型船シス の方が良い という結果になった． やや

リー利用の方が良い と 答した 験 は， 動も 動の一部と考えている 験 であった． 時では

じ と 答している 験 も， 時では シー レス小型船シス が良い と 答する 験 が多かった．

合所から リーまでの 動についても 様に， 時は シー レス小型船シス が良い と 答した

験 が多くなった． に をさす手間を考えるとシー レス小型船シス がよいという や， リー利用

は れているが により傾斜が変化する 橋は高 には大変という もみられた． 
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験 に対して，シー レス小型船シス が 行された場合の利用 向について ねた結果を図 16 に示す．

利用したい という が多く， どちらでも を めると 70 を超える結果となった．シー レス小型船シ

ス を選択した理由では， ，自分自 が まで 転できるかが不安という があり， 転できなくなっ

た場合の利用 向は いことが らかになった．選択しない理由では， は 段， での 動が多く，

シー レス小型船シス の乗 が， 験 にとって い場合は ク スが負担ということであった．今

の 会実験では， の 線 スの ス を乗 としていたため，一部の 験 にとっては乗 が い

状 が発生していた．そのためシー レス小型船シス の 行方法については， 度を増やすために 船と

の 用， 線 ス型ではなく ンデ ン 型 行， ス に 場を けて ーク ン スラ 方 に

するなどの利 性向 の検討が必要と考えられる． 
シー レス小型船シス で結 で しい 的 について いた結果が図 17 である． 的 は が多く

次いで 結 である や ，さらにはショッ ング ンターという であった． については大

にない と結 で しいという が多かった． 
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本 では， と本 間の 動を 定し，主に を 験 とした 会実験を じて，シー レス小

型船シス 及び リー利用の 動について， き取り により 度などの を行った．その結果，シー

レス小型船シス の利用 向は 8 が 定的な結果となり，シー レス小型船シス は の公

機関として利用可能性が高いことが確認できた．一方で， 内の 利用実態では， 75 が自 から まで

で 動していることから，自 から最 り ス までの が負担との もあった．そのためシー レス小

型船シス 導入にあたっては，留 する必要があるといえる． に大 では から本 の と結 で

しい ーズが高く，それに合 せた 線を ことなど， にあった 行形態を導入することが重要である

といえる． 
 
 

本 では，シー レス小型船シス 及び リー利用における利用 の負担度合いについて， 動 度の指

標を用いて評価した結果を示す． 
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行動における は，所要時間や けでなく， 体的な負担も重要な要 として考 される． 体

的な負担を定量的に えるには，エネル ー 量や 動 度などの計 評価手法が用いられるが， 動 度を

表す指標である ME s（ ッ ）は，乗 行動 ストを算 する の とつとして用いられている 4）． 
動 度 ME s（ ッ ）は， 体 動の さを安 時の に 当するかで表す単 であり， って安 に

している状態が 1ME s， 行が 3ME s に 当する 5）．なお， 動 度 ME s は，年 体重 性 とに

なる安 時の 取量を基準とする指標であるため，高 と非高 の 動 度に な は認められない．

表 3 は 動内 と ッ の関係2を示している． 
 

3 ME s 5) 

 

 
動 度 ME s（ ッ ）は， 体 動量を高精度に 定できる 動量計（図 18）を用いて 定した． 

実験は， 表 1 に示したス ュールの り行った． 体的には，シー レス小型船シス （ ）は自

の最 り ス で スに乗 する時 から大型 （中 ス ）で下 するまで， リー利用（復 ）は，

大型 （中 ス ）から スに乗 する時 から自 の最 り ス で スを下 するまでである． 
動 度の 定は，表 1 が示す 会実験の開 から終 までの間，すな ち， 験 が で 内の ス を

                                                           
 詳しくは， 健 研究所 体 動の ッ （ ）表 ， ．を のこと． 
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乗 する時 から で 内の ス で下 する時 まで行った． 体的な方法としては， 験 の 部（ ル

ト ）に 動量計を 定し， 体 動量を記 した． 動量計は，自動的に 10 間 で 3 の加 度を計 し，

その結果を 動 度の単 ME s として記 する．実験後に，記 された時 ， 数， 動 度などのデータは，

ンへ し， 理 トで CS 形 にデータを変 し，表計算 トで した． 
 

 
験 の 動 度を，シー レス小型船シス 利用（ ），及び リー利用（復 ）に分けて以下に示す． 

22 の 験 のうち， 9 月 17 日(水)に 加した 験 6 ，9 月 18 日( )に 加した 験 4 ，計 10 を

して，利用した最 りの ス が じ 験 とに， 加 の 動 度の時間変化を分 した．表 4 に，

験 の年 と性 を示すとともに，対応する 動 度の図を 理した．なお，グラ では平 化する 的で 1
分 との 動 度の 動平 値を用いている．また，シー レス小型船シス 利用時の（ト レ） 時間，

及び リー乗り場での 合時間は，1ME s として一 に評価した． 
シー レス小型船シス 利用時の場合（図 19a，図 20a，図 21a を ）， スに乗 する の 動 度は 2ME s

を超過するが， どの時間 で 1 2ME s の 内であった．一方， リー利用の場合（図 19 ，図 20 ，図

21 を ）は， スの乗 時と リーの乗 時に 動 度が大きくなった． に， リーの階段乗 時の

動 度は 3ME s どであった．なお， 中の 動 度はシー レス小型船シス 利用時と ぼ 等の 1
2ME s の 内であった． 
 

4  
定日 験 D 年  性  動 度の 図 

9 月 17 日 
01 58  性 

図 19a 
図 19  

02 63  性 
03 64  性 

9 月 17 日 
04 58  性 

図 20a 
図 20  

05 19  性 
06 19  性 

9 月 18 日 

07 63  性 
図 21a 
図 21  

08 65  性 

09 65  性 

10 62  性 
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動中の 動 度は， スの 中で 1 2ME s， スの乗 時で 2ME s， リーの階段 時で 3ME s

どであった．そのためい れの においても，乗 や 動時に 動 度が大きくなることが かった． っ

て， スの乗 時の 数が なく， リーのような階段を する必要がないシー レス小型船シス 利用

時の 動 度は，小さくなる結果となった． 
なお，3ME s 以 の生 動の としては， 行(3.0ME s)，散 時の 行(3.5ME s)，階段を っくり

る(4.0ME s)，やや (4.3ME s)，かなり (5.0ME s)などが られる．このように，その の 動 度を

比較した場合， 動に う 動 度が 段大きいとは えないが， じ 動 度であっても加 とともに負

担 は増大する．本 では， リー2 階部分にある客 へ階段（ 3）を使用して 動することも一 の

動と えている 験 がいた一方， リーの階段が く， リー1 階部分にあるシル ー （ 4 人数

利用， ， はない）を 段利用している 験 もいた．このような階段 動を く じる人たちにとっ

てシー レス小型船シス は リットがあると考える． 
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本研究では， と本 間の 動を 定し，乗客が 内の 発 から本 の 的 まで 線 スを利用し乗り

えなく 動できる シー レス小型船シス を考 し 会実験を行った． 会実験では，主に

を 験 として，シー レス実験船を用いたシー レス小型船シス による 動と 線 スと リーを乗り

い の 動について， 験 がどのように じているのかを，利用可能性や負担 の から した．

その結果，シー レス小型船シス の利用 向は 8 が 定的な結果となり，シー レス小型船シス は

の公 機関として利用可能性が高いことが確認できた．一方で， 内の 利用実態では， 75 が

自 から まで で 動していることから，自 から最 り ス までの が負担との もあった．そのた

めシー レス小型船シス 導入にあたっては， にあった 行形態を検討する必要があるといえる．負担

の からは， 動中の 動 度は， で 1 2ME s， スの乗 時で 2ME s， リーの階段 時で 3ME s
どであった．そのため， スの乗 数が なく， リーのような階段を する必要がないシー レス小

型船シス を利用した の 動 度は， リー利用時と比較して 1 2ME s ど小さくなることから，負

担 においてもシー レス小型船シス は 用な シス であると える． 
今後の として，本研究では，小型 ス及びシー レス実験船を準 した で 会実験を行った．実 にシー

レス小型船シス を 行する には， と 線 スとのダ の や 定のあり方，採算性の

が生じると考えられる．シー レス小型船シス が の公 シス として導入する はこれ

らを 合的に する必要があると える． 

 
 

 
本研究は， 省の公 型の 的 度である 開発推進 度 における の

のためのシー レス小型船シス の開発 により実施した． 会実験にあたっては大 場，大

船 会 及びさ よう ス 会 ，大 に の方 をはじめとする多くの方 に 力いた い

た．ここに深く を表する． 
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